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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　金属からなる背面電極を有する電界発光表示素子と、前記電界発光表示素子の前面側に
配置された表示板と、を備えた表示装置であって、
　前記表示板は、光透過性で暗色系の基板と、表示部と、前記電界発光表示素子の表示領
域および前記表示部を除いて設けられた地部と、を有し、
　前記地部は、前記背面電極の色調と同色もしくは近似色の金属調であることを特徴とす
る表示装置。
【請求項２】
　金属からなる背面電極を有する電界発光表示素子と、前記電界発光表示素子の前面側に
配置された表示板と、を備えた表示装置であって、
　前記表示板は、無色透明の基板と、前記基板の表面側または裏面側に設けた光透過性で
暗色系の半透明層と、表示部と、前記電界発光表示素子の表示領域および前記表示部を除
いて設けられた地部と、を有し、
　前記地部は、前記背面電極の色調と同色もしくは近似色の金属調であることを特徴とす
る表示装置。
【請求項３】
　金属からなる背面電極を有する電界発光表示素子と、前記電界発光表示素子の前面側に
配置された表示板と、を備えた表示装置であって、
　前記表示板は、無色透明の基板と、表示部と、前記電界発光表示素子の表示領域および
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前記表示部を除いて設けられた地部と、を有し、
　前記地部は、前記背面電極の色調と同色もしくは近似色の金属調であることを特徴とす
る表示装置。
【請求項４】
　前記表示板は、表面側にヘアラインが設けられていることを特徴とする請求項１から請
求項３の何れかに記載の表示装置。
【請求項５】
　前記地部が前記表示板の裏面側に設けられていることを特徴とする請求項１から請求項
４の何れかに記載の表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、表示装置に関するものであり、特に電界発光表示素子を備えた表示装置に関
する。
【背景技術】
【０００２】
　電界発光表示素子を備えた表示装置としては、例えば下記特許文献１および特許文献２
がある。この特許文献１に記載の表示装置は、特許文献１の例えば図１に示されている様
に、電界発光表示素子２０を構成する金属電極２９（背面電極）をガラス基板２５のほぼ
全面に設けることによって、太陽光などの外光が射した場合でも電界発光表示素子２０の
略全範囲がほぼ一様な色調（金属電極２９の色調であるアルミニウム色）に見え、見栄え
が悪くなる虞がないというものである。
【０００３】
　また、特許文献２に記載の表示素子は、特許文献２の例えば図２に示されている様に、
有機ＥＬ素子４０（電界発光表示素子）の基板６面に直線偏光板１１および複屈折板２３
からなる円偏光手段４９を貼り合わせることによって、外部から入射して有機ＥＬ素子４
０の金属電極１で反射した反射光が入射側に出射するのを抑えて、有機ＥＬ素子４０の表
示画像とのコントラスト比を向上させるというものである。
【特許文献１】特開２００２－１３２１８７号公報
【特許文献２】特開平９－１２７８８５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかしながら、上記特許文献１に記載の表示装置は、電界発光表示素子２０のみは略全
範囲がほぼ一様な色調に見えるものの、その図１に示されている様に、電界発光表示素子
２０の前方側に窓部２１を有する文字板１２（表示板）が配置されているため、窓部２１
の端面（切口）が見えると共に、文字板１２の表面側に設けられている遮光層１２ｂの色
調（黒色）と電界発光表示素子２０の色調（アルミニウム色）とが異なり、違和感がある
。また、図７に示されている文字板３９は穴（窓部）を設けない代わりに、その箇所を透
過部４０としたものである。従って、穴を設けることによって生じる端面（切口）は見え
なくなるが、透過部４０を透して視認される電界発光表示素子２０と、文字板３９の表面
側に設けられている遮光層３９ｂとの色調が異なる。
【０００５】
　また、特許文献２に於いては、有機ＥＬ素子４０単体状態での視認性は改善するが、こ
の様な有機ＥＬ素子を例えば特許文献１の図７に示されている表示装置に用いた場合、円
偏光手段４９によって反射光が抑えられるため、金属電極の色調であるアルミニウム色が
失せてしまう。更に、有機ＥＬ素子からの表示光が円偏光手段を透過することによって表
示輝度が低下する虞がある。
【０００６】
　本発明はこの様な点に鑑みなされたもので、電界発光表示素子の前面側に表示板を配置
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した表示装置において、電界発光表示素子と表示板とが一体感を有するとともに、金属感
を有する表示装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　本発明は前記目的を達成するため、金属からなる背面電極を有する電界発光表示素子と
、前記電界発光表示素子の前面側に配置された表示板と、を備えた表示装置であって、前
記表示板は、光透過性で暗色系の基板と、表示部と、前記電界発光表示素子の表示領域お
よび前記表示部を除いて設けられた地部と、を有し、
　前記地部は、前記背面電極の色調と同色もしくは近似色の金属調であるものである。
【０００８】
　また、金属からなる背面電極を有する電界発光表示素子と、前記電界発光表示素子の前
面側に配置された表示板と、を備えた表示装置であって、前記表示板は、無色透明の基板
と、前記基板の表面側または裏面側に設けた光透過性で暗色系の半透明層と、表示部と、
前記電界発光表示素子の表示領域および前記表示部を除いて設けられた地部と、を有し、
前記地部は、前記背面電極の色調と同色もしくは近似色の金属調であるものである。
【０００９】
　また、金属からなる背面電極を有する電界発光表示素子と、前記電界発光表示素子の前
面側に配置された表示板と、を備えた表示装置であって、前記表示板は、無色透明の基板
と、表示部と、前記電界発光表示素子の表示領域および前記表示部を除いて設けられた地
部と、を有し、前記地部は、前記背面電極の色調と同色もしくは近似色の金属調であるも
のである。
【００１０】
　また、前記表示板は、表面側にヘアラインが設けられているものである。
【００１１】
　また、前記地部が前記表示板の裏面側に設けられているものである。
【発明の効果】
【００１２】
　電界発光表示素子の前面側に表示板を配置した表示装置において、電界発光表示素子と
表示板とが一体感を有するとともに、金属感を有する表示装置を得ることができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明を各実施形態に基づいて説明する。図１～図４に本発明の第１実施形態を示す。
図１は電界発光表示素子１を備えた表示装置の正面図であり、図２はその断面図（図１に
於けるＡ－Ａ断面）である。図３は電界発光表示素子１の詳細を示す断面図（図１に於け
るＢ－Ｂ断面相当）である。図４は表示板の部分断面図である。
【００１４】
　本実施形態に於ける表示装置は、速度計１と回転計２を有している。なお、回転計２の
説明は省略する。速度計１は、電界発光表示素子３と、電界発光表示素子３の前面側に設
けられ車両の速度を現す目盛，数字，文字などの表示部４が施された表示板５と、表示部
４を指し示す指針６と、指針６を回動させる表示器本体７と、表示器本体７および電界発
光表示素子３と電気的に接続され、表示器本体７や電界発光表示素子３を駆動する駆動回
路などが搭載された硬質の回路基板８と、指針６および表示板５を照明する光源としての
発光ダイオード９，９Ａを備えている。
【００１５】
　また、表示板５と回路基板８との間に配置されたケース部材１０と、回路基板８の裏面
側を覆うカバー１１と、表示板５の周縁前方側に配置され表示板５の可視領域を定める開
口部１２を有する例えば黒色の合成樹脂からなる見返し部材１３と、表示板５の前方側を
被う無色透明な合成樹脂からなる透視板１４を備えている。
【００１６】
　電界発光表示素子３は、例えば日字形の表示セグメントを有しており、有機層を発光さ
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せることにより表示セグメントが表示部（図示せず）として表示されるものである。表示
装置が例えば車両に備えられた場合は、車両の走行距離や外気温などが表示される。図３
に電界発光表示素子３の断面を示す。電界発光表示素子３は、透光性基板であるガラス基
板１５の後面に、ＩＴＯからなる透明電極１６と、絶縁層１７と、有機層１８と、アルミ
ニウム等からなる背面電極１９とを順次積層したものであり、背面電極１９の後方には封
止ガラス２０が配設されている。封止ガラス２０は接着剤２１によってガラス基板１５に
固着されている。そして、透明電極１６と背面電極１９に電圧を印加することにより有機
層１８が発光する様になっている。
【００１７】
　なお、有機層１８は少なくとも発光層があれば良いが、正孔注入層，正孔輸送層，電子
輸送層があっても良い。また、背面電極１９は少なくとも表示セグメントに対応する箇所
に形成されていれば良いが、ガラス基板１５，透明電極１６，絶縁層１７及び有機層１８
が略透明であるのに対し、背面電極１９はアルミニウム等の金属からなるものであり、ほ
ぼ鏡面となって見えるため、背面電極１９をガラス基板１５の一部ではなく、略全範囲に
形成し電界発光表示素子３の全面が略一様に見えるようにしてある。
【００１８】
　指針６は、例えば無色透明な合成樹脂からなる指示部２２を有しており、指示部２２の
裏面には白色の箔（図示せず）がホットスタンプされている。そして、例えば赤色で発光
する指針照明用の発光ダイオード９が点灯した際は、赤色の光が白色の箔に反射して指示
部２２が赤色で視認されるようになっている。
【００１９】
　ケース部材１０は遮光性のある白色の合成樹脂からなり、外周壁２３と、表示板５が載
置される載置部２４と、指針照明用の発光ダイオード９を囲む筒部２５と、ホルダー２６
などを有している。なお、電界発光表示素子３はホルダー２６に保持されている。
【００２０】
　表示板５は、光透過性で暗色系の材料（例えば黒色半透明）からなるアクリル樹脂やポ
リカーボネート樹脂からなる基板２７の裏面側に、表示部４と、電界発光表示素子３の背
面電極１９の色調と同色もしくは近似色である金属調の地部２８とを有し、基板２７の表
面側には微細なヘアライン２９が設けてある。本実施形態に於けるヘアライン２９は、例
えば基板２７の中心（指針６の中心に対応）から放射状に、或いは基板２７の中心を原点
とする径の異なる同心円を複数形成したものであって、けがき加工やプレス加工などによ
って基板２７の表面に直に設けてある。なお、基板２７は黒色に限定するものではなく、
光透過性を有していれば濃灰，濃茶，濃青などの暗色系であれば良い。
【００２１】
　また、地部２８は表示部４および電界発光表示素子３の表示領域Ｓ（図１に於いて破線
で囲んだ範囲）となる箇所を除いて設けられたものであり、背面電極１９がアルミニウム
からなる場合は、アルミニウムと同色もしくは近似色であるインク（例えばアルミニウム
粉が混入されたインク）を印刷する。この際、表示領域Ｓが背面電極１９の範囲よりも狭
くなる（平面視した際、背面電極１９の周縁と重なる）様に地部２８を印刷する。また、
地部２８の裏面側（発光ダイオード側）には例えば黒色の遮光層３０が設けてある。この
遮光層３０は、表示板照明用の発光ダイオード９Ａが点灯した際に地部２８が透けた場合
、それを防ぐためであるが、必要に応じて設ければ良い。また、表示部４に対応した箇所
には例えば白色の透過性表示層３１が設けてある。なお、図１に於いては、表示部４を黒
色で、地部２８を無色で示す。
【００２２】
　この様に構成された表示装置に於いて、昼間時であって電界発光表示素子３の非表示時
には、外光が表示板５の表示領域Ｓを透過して電界発光表示素子３の背面電極１９である
アルミニウムに反射するが、文字板５の基板２７が黒色の半透明材であるために、表示領
域Ｓ内が黒みを帯びた金属調で視認される。そして、電界発光表示素子３に電圧が印加さ
れると有機層１８が発光し、黒みを帯びた金属調の表示領域Ｓ内に表示部（図示せず）が
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表示される。また、表示領域Ｓ以外は外光が基板２７を透過して裏面側に設けてある地部
２８および透過性表示層３１に反射して、表示部４が黒みを帯びた白色で、表示部４以外
が黒みを帯びた金属調でそれぞれ視認される。なお、表示板５の全面はヘアライン模様が
視認される。また、表示部４は昼間時であっても例えば白色で発光する表示板照明用の発
光ダイオード９Ａを点灯させて白色で透過表示させるようにしても良い。
【００２３】
　この様に、表示板５の地部２８の色調を電界発光表示素子３の背面電極１９の色調と同
色もしくは近似色である金属調としたことにより、表示板５の表示部４あるいは電界発光
表示素子３の表示部（図示せず）の表示時，非表示時に関わらず、電界発光表示素子３と
表示板５との段差感や色調の違いなどを目立たなくして、一体感を有すると共に金属感の
ある表示装置を得ることができる。なお、見返し部材１３を金属調色とすれば、表示装置
全体に金属感を持たせることができる。
【００２４】
　また、表示板５の基板２７を黒色半透明の材料としたことにより、黒みを帯びた金属調
の地部２８および電界発光表示素子３内に、表示部４および電界発光表示素子３の表示部
（図示せず）が明るく表示されるため、コントラストも良い。また、前述した特許文献２
に記載されている様な円偏光手段を用いないため、背面電極１９で反射した光が抑えられ
てアルミニウム色が失せてしまうことが無いと共に、コストダウンとなり、円偏光手段を
透過することによる表示輝度の低下も抑えられる。
【００２５】
　また、ヘアライン２９を表示板５の表面側（基板２７の表面）に設けたことにより、金
属質感を向上させることができる。更に、黒色半透明材の基板２７上にヘアライン２９を
設けることにより、金属質感に加え、高級感を与えることができる。また、地部２８およ
び透過性表示層３１を基板２７の裏面側に設けることにより、表示板５の表面側に印刷に
よる段差が現れず見栄えが良い。
【００２６】
　なお、夜間など周囲が暗い時は、表示板５の表示領域Ｓ（電界発光表示素子３）および
地部２８に金属感は得られないが、ほぼ同一色調で視認され、表示板５と電界発光表示素
子３との一体感は得られる。夜間時に於いても金属感を得たい場合には、表示板５の前面
側から光を照射するように構成すれば良い。
【００２７】
　図５は本発明の第２実施形態を示す表示板の部分断面図である。前記第１実施形態と同
一もしくは相当箇所には同一符号を付し、その詳細説明は省略する。なお、表示板以外は
前記第１実施形態と同じであるため、省略する。
【００２８】
　本実施形態に於ける表示板５は、無色透明な例えばアクリル樹脂やポリカーボネート樹
脂からなる基板２７の表面側に光透過性である例えば黒色の半透明層３２を全面に設ける
ことによって、本発明における光透過性で暗色系の基板としたものである。そして、この
半透明層３２上に例えば無色透明なヘアライン２９を設け、基板２７の裏面側には前記第
１実施形態と同様に表示部４および電界発光表示素子３の表示領域Ｓとなる箇所を除いて
電界発光表示素子３の背面電極１９の色調と同色もしくは近似色である金属調の地部２８
と黒色の遮光層３０および白色の透過性表示層３１を設けたものである。
【００２９】
　ヘアライン２９は、例えば無色透明なインクを前記第１実施形態と同様に放射状あるい
は同心円状に複数印刷したものである。なお、ヘアライン２９は印刷に限定するものでは
ない。また、半透明層３２も光透過性を有していれば黒色に限らず濃灰，濃茶，濃青など
の暗色系であれば良い。また、半透明層３２は基板２７の裏面側（基板２７と地部２８と
の間）全面に設けても良い。
【００３０】
　本実施形態に於いても、前記第１実施形態と同様に視認され、一体感を有すると共に金
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属感のある表示装置が得られる。
【００３１】
　図６は本発明の第３実施形態を示す表示板の部分断面図である。表示板以外は前記各実
施形態と同じであるため、同一もしくは相当箇所には同一符号を付し、詳細および表示板
以外の説明は省略する。
【００３２】
　本実施形態に於ける表示板５は、前記第１実施形態で述べた様な暗色系の材料からなる
基板２７でもなければ、前記第２実施形態で述べた様に基板２７に暗色系の半透明層３２
を設けたものでもなく、無色透明な例えばアクリル樹脂やポリカーボネート樹脂からなる
基板２７である。そして、基板２７表面側であって観者側に前記各実施形態と同様な放射
状あるいは同心円状のヘアライン２９を有する透明なヘアライン層２９Ａを転写などによ
って設け、裏面側に前記各実施形態と同様に表示部４および電界発光表示素子３の表示領
域Ｓとなる箇所を除いて電界発光表示素子３の背面電極１９の色調と同色もしくは近似色
である金属調の地部２８と黒色の遮光層３０および白色の透過性表示層３１を設けたもの
である。
【００３３】
　この様に構成したことにより、表示板５の表示部４あるいは電界発光表示素子３の表示
部の表示時，非表示時に関わらず、電界発光表示素子３と表示板５との段差感や色調の違
いなどを目立たなくして、一体感を有すると共に金属感のある表示装置を得ることができ
る。また、ヘアライン２９を表示板５の表面側（観者側）に設けたことにより、金属質感
を更に向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００３４】
【図１】本発明の第１実施形態を示す表示装置の正面図。
【図２】同表示装置の断面図（図１に於けるＡ－Ａ断面）。
【図３】同表示装置に用いられる電界発光表示素子の断面図。
【図４】同表示装置に用いられる表示板の部分断面図。
【図５】本発明の第２実施形態を示す表示板の部分断面図。
【図６】本発明の第３実施形態を示す表示板の部分断面図。
【符号の説明】
【００３５】
　　３　電界発光表示素子
　　４　表示部
　　５　表示板
　１９　背面電極
　２７　基板
　２８　地部
　２９　ヘアライン
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